
２０２５年度連載・全４回 

「いまさら聞けない！ ５S の基本と実践のヒント」 

～製造現場における５S実践のヒント～（第２回） 

 

 石川 秀人 

 

 前回は、「５S をお掃除・お片付けにさせないための心構え」と題して、きれいにすることではなく

QCDS に直結する活動にする、進め方では整理から順番に一つずつ行っていく、等について解説

いたしました。今回は、製造現場における５S実践のヒントをご紹介いたします。 

 

１．整理実践のヒント 

整理は、要るものと要らないものに区別して、要らないものを処分することです。 

まずは要るもの要らないものがごちゃごちゃになっていたり、ほったらかしにされていたり、見え

ない所に隠されていたりするので、赤札／黄札、５S カード、迷い箱、不要品たなざらしなどのツー

ルを使って区別します。 

次に、要らないものを処分しますが、処分には廃棄と保管があり、今は使わないが使うかもしれ

ないものはライン側から遠ざけて保管します。廃棄か保管か人により解釈が分かれることもあるの

で、整理基準をつくり見解の相違が起こらないようにすることも必要です。 

 

  
 

２．整頓実践のヒント 

 整頓は、要るものを使いやすくムダな動作をさせないようにするために、置き場・置き方の決定・

表示などをすることです。 

 使いやすくすることで、インダストリアル・エンジニアリング（ＩＥ）で動作研究・作業研究を通じて、

誰もが熟練作業者が作業を行うように生産性の高い仕事ができるようにします。具体的には、動

作経済の基本原則＝①動作の数を減らす、②動作を同時に行う、③動作の距離を短くする、④動

作を楽にするという４つの視点からや使用頻度などに応じて置き場を決めます。そして、決められ

た置き場には決められた品物を置き、定置・定品にします。更に、最大在庫量は３つまで置いて良
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い、或いは１メートルの高さまで置いて良いというように上限を決めたり、最小在庫量はいくつにな

ったら発注する、或いは仕掛けるというように下限を決めたりし、定量（定数）を定めます。この３つ

を合わせた３定を行い、表示を施します。 

    
 

３．清掃実践のヒント 

清掃では、日常化して使いたいものがいつでもすぐに正しく使えるようにします。 

ゴミが落ちたからその都度掃除するという繰り返しをするのではなく、 えば、切削加工で切子

が床に散乱するようであれば、カバーを取り付け切子の飛散防止をはかり、ゴミ・汚れの発生源対

策をしたり、日常清掃点検でオイル漏れや異音などの設備の異常に気づくことができるようにする

ことで、設備が壊れて事後保全するのではなく未然防止をはかったりします。 

    

 

４．清潔実践のヒント 

 清潔では、小さな乱れなどの異常がわかるようにし、整理・整頓・清掃された状態を維持します。 

 腐ったミカンの法則（ミカン箱に入れたミカンのうち 1 つでも腐ると周りのミカンにも波及するとい

うもの）があるように、小さな異常をそのままにしておくと取り返しのつかない状態になってしまうた

め、問題の芽は気づいたらすぐ摘み取るようにします。 
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 定置・定品ができたら、次はその量（数量）を決める。
 最大在庫量は、３つまで置いて良い、或いは１メートルの高さまで置いて良いという上限であり、最小
在庫量は、いくつになったら発注する、或いは仕掛けるというような下限となる。
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５．躾実践のヒント 

 躾では、職場のルールや規律を ら守り、また守らない者は守らせるようにします。 

 そのためにはルールの「見える化」を行い、更に、ルールが守れるように強制的な制約を現地現

物でつくる「道具化」も有効な 段となります。 

    

 

 このように５S を行うことで、  を す、  や治工具・金型・ 面などの取り 違い、どれが正

しいか／どちらが新しいか戸惑う、 い出すなどのムダを 除し、人によるバラツキを くし、誰が

行っても仕事を安定した状態で行えるようにし、QCDS を高めていきます。 
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＜筆者略歴＞  

石川秀人 コンサルソーシング株式会社  ェロー・コンサルタント 

 

一部上場大 メーカー勤務後、社団法人日本能率協会、社団法人中部産業連盟、 

トーマツコンサル ィング株式会社等にて教育・コンサル ィング事業に従事。 

２００５年にトヨタグルー ＯＢらと現コンサル ィング ァームを設立し、ＴＰＳ（トヨタ 

生産方式）ベースの現場  ・業務  、５Ｓ、見える化、海外法人のＫＡＩＺＥＮ指導 

などの経営コンサル ィング・研修、およ 、公益法人・銀行総研等での講演会・セミ 

ナー諸活動を行う。 

著 には、「最新５Ｓの基本と実践がよ～くわかる本」、「オ ィス業務の生産性  

  法がよ～くわかる本」（秀和シス ム）など多数。 
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